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※「疑義があると判断する契機となった情報」がわかる事例から情報を抽出している。また複数の「疑
義があると判断する契機となった情報」に計上される事例がある。

疑義があると判断する契機となった情報 件数

薬歴

薬局で管理している情報と処方内容との相違 17

46
患者の疾患、病態 13
副作用歴 12
併用禁忌薬の投与 3
剤形等の希望 1

患者との会話

患者の疾患、病態 16

42

患者が理解している内容と処方内容との相違 12
副作用歴 5
剤形等の希望 4
同種同効薬の重複 4
医薬品の相互作用 1

お薬手帳

お薬手帳の内容と処方内容との相違 4

14
同種同効薬の重複 3
併用禁忌薬の投与 3
医薬品の相互作用 2
患者の疾患、病態 2

検査値
腎機能低下 3

4
血糖値 1

問診票 患者の疾患、病態 3 3
合計 109

疑義照会に関するヒヤリ・ハット（薬剤変更）
～疑義があると判断する契機となった情報～

薬局ヒヤリ ･ ハット分析表　平成25年  No. ５

　ヒヤリ・ハット事例のうち、「疑義照会」に関する事例が782件報告され、このうち、変更内容が「薬
剤変更」であった事例は271件報告されています。（集計期間：平成25年１月１日～平成25年12月31日）
　さらに271件の事例の「疑義があると判断した理由」の項目で「当該処方せんと薬局で管理している
情報で判断」または「上記以外で判断」が選択されていた事例で報告されたのは106件です。その事例
の「疑義があると判断する契機となった情報」の内容は、下表の通りです。

薬剤変更


